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１ 研究内容１ 児童生徒の思考に沿った単元デザインの工夫 

  

（１）児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（小学 6年社会） 

・児童の予想を基に、単元の課題や学習
計画を設定することができた。それに
より、児童が見通しをもち、主体的か
つ意欲的に学びを進めることができ
た。 

（意欲を喚起する課題、単元導入での見 
通し） 

・単元の課題「米づくりが広まったこと
によって、社会はどのように変化した
のか」に対して、追究活動やまとめの
文言が正対していたか。また、単元の
課題の「鮮度（児童生徒の追究意欲）」
を、単元を通してどう保たせるか。 

（探究しがいのある課題） 
・単元計画への目指すべき姿（Ｂ評価）
をより具体的に表記した方がよい。 

（課題に対する予想される児童の姿の
明確化、適切な評価計画） 

協力校授業① 
（小学 6年算数） 

・単元の学習課題（ゴール設定）が適切
だった。算数科においても単元の学習
課題の解決を目指して、学びを進めら
れる構成になっていた。それによっ
て、児童は追究意欲をもって学びに向
かうことができた。 

（意欲を喚起する・探究しがいのある課
題） 

・単元の学習課題は「面積は、どうやっ
て求めるのだろう」であり、本時の課
題は「面積を求め、わかりやすく説明
しよう」であった。「求め方」と「説
明の仕方」という課題の繋がりを整理
できるとよい。 

・本時の課題を「面積の求め方をわかり
やすく説明しよう」等にすると、本時
のゴール、学習活動をより明確に絞る
ことができた。 

（単元の課題と本時の課題の繋がり） 

協力校授業② 
（中学 2年外国語） 

・単元の課題設定のプロセスにおいて、
生徒が体験した修学旅行を取り上げ、
バリアフリーに目を向けさせた。身近
な題材から導入したことで、生徒の興
味・関心を高めることができた。 

（意欲を喚起する・学びのつながりをも
った課題） 

・単元の課題と本時の課題の繋がりをよ

り明確にできるとよい。単元の課題に

ある「バリアフリー」の視点が、本時

の課題にも含まれると、より単元のス

トーリー性に繋がりをもたせること

ができた。 

（単元の課題と本時の課題の繋がり） 

センター発表会Ⅱ 
（中学 3年数学） 

・一方的に課題（問い）を与えるのでは
なく、生徒とのやり取りを通して、単
元の課題を設定することができた。そ
れにより、学びの文脈に沿って、生徒
が問いをもったり、見通しを立てたり
することができた。 

（子どもと共に行う単元の課題設定） 
・単元と本時の課題が結び付いていた。
本時の課題解決が単元の課題解決に
繋がった。 

（単元の課題と本時の課題の繋がり） 

・教科や単元、題材によっては、いつ
も単元の課題（問い）を設定するこ
とは難しい。 

（単元の課題設定の一般化） 
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（２）児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択の機会と学び合い 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（小学 6年社会） 

・児童の興味・関心に応じて、追究する
視点を選択できることは有効であっ
た。 

（学習内容・視点の自己選択） 

・複線化において、自分が選択しなかっ
た視点についても、学びを深める手立
てや時間が必要である。また、他者の
探究の成果も含めた総合的な理解が
できているか、見取る手立ても必要で
ある。 

（選択しなかった学習内容の担保） 
・学習内容をしっかりと身に付けさせる
ために、まずは単線型で学びを進め、
その後に興味・関心に応じて学びを深
める複線化を行うという手立ても考
えられた。 

（複線化のタイミング、必要性の検討） 

協力校授業① 
（小学 6年算数） 

・理解度メーターを取り入れることで、
目的意識をもたせ、交流相手を選択す
ることができる。 

（学び合いの目的の明確化） 

・理解度メーターを用いた交流だけでな
く、着目した図形の構成要素ごとに交
流させても良かった。本時では、交流
段階で、自分と別の解法を聞き、逆に
混乱したり、理解度メーターを下げた
りする児童が見られた。また、どのよ
うな視点で、どのように交流を進める
のか、教師の促しがあるとよい。 

（学び合いの内容、方法の明確化） 
・まずは、自分の解き方を確立してから、
交流できるようにするとよい。自分の
考えがはっきりしない段階で交流さ
せることで、思考が混乱・拡散する可
能性もある。 

（個人思考の時間の確保） 

協力校授業② 
（中学 2年外国語） 

・「ミッションシート」を使い、単元
の中で、自分に合った学習方法と量
を選択できていた。 

（学び方・量の自己選択） 
・タブレット上での交流を促すことで、
他者の意見を参照することができた
生徒がいた。また、他の生徒のコメン
トやリアクションをリアルタイムで
参照できることによって、自身の学び
を広げたり、深めたりすることができ
た。 

（効果的な他者参照） 

・対面で直接、全員が課題について話
し合ったり、英語でやり取りしたり
する機会があるとよかった。タブレ
ット上のやり取りと対面でのやり取
りの効果的なバランスの在り方を検
討する。 

（対面とオンライン上の学び合いのバ
ランス） 

センター発表会Ⅱ 
（中学 3年数学） 

・本時においては、標本調査の適切さを
証明するために、各自が標本の大きさ
やその結果をまとめ、表現する方法を
選択した。それによって、生徒の自然
な交流が促され、意欲的に学びに向か
う様子が見られた。 

（思考を促す表現方法の選択） 

・単元後半には、各自がテーマを決めて
標本調査を行う活動を設定した。その
際に、教師がねらいとする活動になら
ないことがあった。教師が事前に枠組
みを示したり、途中で問いかけたりす
ることで、生徒が適切な方向へ自己調
整できる機会を設ける。 

（多様な学びの中での個別最適な教師
のはたらきかけ） 
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（３）児童生徒が学びの価値を感じる振り返り 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（小学 6年社会） 

・本単元では、振り返りの場面を授業者
が意図的に設定した。それによって、
児童は視点を明確にもった振り返り
を行い、授業者はそれを次の授業展開
に生かすことができた。 

（振り返りの場面、内容、量の調整） 

  

協力校授業① 
（小学 6年算数） 

・振り返りにより、分からないときはど
うするかを考えたり、テストに向けて
計画的に家庭学習に取り組んだりす
るなど、自分で学び方を考える児童が
増えた。 

（学びの自己調整） 

・自分の学びに関するメタ認知や具体的
な記述が不十分な児童が見られた。よ
い振り返りを例として取り上げるな
どして、日常的にフィードバックを行
うとよい。 

（振り返りを充実させる手立て） 

協力校授業② 
（中学 2年外国語） 

・「ミッションシート」により、生徒
が見通しをもち、自立的に学びを進
めることができた。 

（自己調整を促す教材の工夫） 
・毎時間の振り返りに加え、単元全体
を通した振り返りを実施した。それ
により、本単元の学びの自覚、次回
の単元の学び方を考えることがで
き、自己調整に繋がった。 

（単元を通した振り返り） 

・振り返りの共有や交流をすることで、
新たな学びや気付きが生まれると考
えられる。 

（振り返りを充実させる手立て） 

センター発表会Ⅱ 
（中学 3年数学） 

・「自分が何を学んだか、どんなことが
できるようになったかを可視化する
ことで自分の学びを実感することが
できた」との振り返りがあり、振り返
りの価値を実感していた。 

（学びの自己調整） 

・「学ぶことそのものへの価値」を高め
られたかどうか検証できなかった。ま
た振り返りそのものの価値を感じる
に至っていない生徒も数名いた。 

（学びの自己調整） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第Ⅴ章 

- 73 - 

 

研究内容１の総括 

（１）課題設定と見通しについて 
研究内容で定義した「質の高い課題」の 4要素は、概ね有効に機能したといえる。 

「児童の予想」や「宿泊研修の経験との接続」により、児童生徒が「自分事」として学びをスタートさせ
ることができていた。 
また、生徒との対話により課題を決定したことで、学びの熱量が最大限高まることも確認できた。 
一方で探究しがいのある課題を設定するためには、単なる導入の工夫だけでは不十分であり、単元を通 

じて問いが児童生徒の中で更新され続けることが重要であることがわかった。 
 
（２）自己選択の機会と学び合いについて 

学習内容や学習方法を選択する機会を単元や各時間に位置付けることにより、児童生徒の学習意欲を
高め、学びの当事者とすることができた。その際、（１）のような課題設定を通して、児童生徒が学びの
見通しをもった上で、学習を進めていくことが前提となる。課題意識や目的意識が希薄なままに学習を進
めると、単なる作業的活動になる恐れがある。また、学習内容や学習方法の選択によって、単元で目指す
資質・能力を確実に身に付けられることが重要であり、必要に応じて選択しなかった学習内容についても
共有すべきである。 

 
（３）振り返りについて 

児童生徒の主体的・対話的で深い学びを促すには、自分自身の学びや学び方をメタ認知する力を高め、
一人一人が学習改善へ繋げられるようにすることが重要である。そのために、次のような手立てが挙げら
れる。 
①「理解度メーター」などで自分の学習状況を客観的に見つめさせる。 
②単元における振り返りを一覧化し、学びを俯瞰できるようにする。 
③ＩＣＴを活用し、他者と振り返りを共有できるようにする。 
④授業者が意図的に、児童生徒の振り返りを取り上げ、学級で共有する。 
いずれも授業者が目的や意図をもって、振り返りの機会を設定することが必要である。 

 
（４）より良い単元デザインを目指すために 

研究内容１より、単元を通した授業デザインが「子どもを主語にした主体的・対話的で深い学び」の実
現に有効であることを確かめられた。一方で、実践の課題的側面から、単元デザインの精度をより高める
ための、次のような視点が挙げられた。 
①単元と各時間の課題及びまとめは整合性ある繋がりをもっているか。 
②単元や各時間における児童生徒の課題解決に向けた学習活動、交流、振り返りは意味のある繋がりを
もっているか。 

③教科や単元の特性に応じた学習過程となっているか（複線型授業と単線型授業、単元を通して回す大
きなサイクルと 1単位時間ずつ回す小さなサイクル等）。 

④児童生徒が資質・能力を身に付けた姿を、授業者は具体的に想定できているか。（単元や各時間にお
いて、どのような発言や記述等の表現が見られれば、「おおむね満足できる」状況であるのか、あら
かじめ想定しておく。） 
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２ 研究内容２ 児童生徒の深い学びを促す教師の働きかけ 

（１）教科の特質を生かした発問 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（小学 6年社会） 

 ・発問「大和朝廷の力の強さや大きさは
どのくらいだったのでしょうか」につ
いて、「強さや大きさ」は、比較対象
や選択肢がなく、児童はイメージしづ
らかった。何を書いてよいのか分から
ない児童も見られた。 

（児童の文脈に沿った発問） 

協力校授業① 
（小学 6年算数） 

・発問「どんな図形が隠れていますか」
によって、多様な図形が児童から出さ
れた。発問によって、子どもの見方が
広がった。 

（思考を促す発問） 

・主発問の後に、児童が考える間が欲し
い。自分の思考をノートに残しておく
ことも有効である。 

（補助発問や指示の活用） 
・発問「どんな図形が隠れていますか」
は、見方・考え方を教師から示すもの
だった。児童自身が図形に着目するこ
とに気付けるように「どうやって面積
を求めますか？」等、児童から見方・
考え方を引き出す方法も考えられる。 

（教科の特質／見方・考え方を適切に働
かせることを促す発問） 

協力校授業② 
（中学 2年外国語） 

・本時の課題を丁寧に確認することで、
全員が他者の文章に対してコメント
をすることができた。（全員がコメン
トをもらうことができた。） 

（課題達成に向けての視点を整理する
発問） 

・本時導入の際に確認した文章を推敲す
る視点は、前時と重複する部分があっ
た。思考をより深めるためには、前時
と本時の 2つの場面で、段階的に視点
を増やすなど、単元全体を通した発問
計画の吟味が効果的と考える。 

（単元を通した発問計画） 
・本時において、他者の文章を推敲する
視点を交流前に確認したために、推敲
の視点が文法に偏った可能性がある。 

（発問のタイミング） 

センター発表会Ⅱ 
（中学 3年数学） 

・事前に計画していた発問によって、生
徒の思考を方向付け、本時のねらい達
成に繋げることができた。本時におい
て必要かつ適切な発問であった。 

（課題の達成に導く発問） 

・生徒の思考を深める発問としては不十
分だった。どのような発問をすれば思
考を深めることができるのか、検討・
整理をする必要がある。 

（深い学びを促す発問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第Ⅴ章 

- 75 - 

 

（２）思考を束ねる可視化の手立て 

 成 果 課 題 

センター発表会Ⅰ 
（小学 6年社会） 

・単元における歴史の流れを、時系列に
沿って資料を貼り付けるなどして板
書を工夫することで、児童が単元の学
びを俯瞰して捉えることができた。 

（学びに見通しをもたせる板書） 

・児童の活動中に、授業者が板書で学び
の整理を行った。時間の削減にはなる
一方で、教師主体の学びとなった。児
童と対話しながら、思考の流れを板書
に可視化することで、児童がより主体
的に学びを進められると考える。 

（可視化の過程の工夫） 
・黒板のみでなく、必要に応じて、テレ
ビや掲示物など補助的な可視化の手
立てを用いることで、異なる要素間の
繋がりに気付くことや、比較、多面的
な思考を促すことができる。 

（補助的な可視化の手立て） 

協力校授業① 
（小学 6年算数） 

・課題解決に向けた図形操作について、
オクリンクプラスや紙など自分に合
った方法を選択できる手立てがよい。
それをもとに他者に説明することが
できていた。 

・板書上に、面積を求めるのに使った図
形の構成要素を位置付けた。それぞれ
の考えが可視化され、比較することが
できるようになり、共通点や相違点に
気付くことができた。 

（集団の思考を束ねる可視化の手立て） 

 

協力校授業② 
（中学 2年外国語） 

・パドレットの活用により、多くの考え
に触れやすくなり、効果的に他者参照
を行うことができた。それにより、自
分の考えを全員が書くことができて
いた。 

（集団の思考を束ねる可視化の手立て） 

・より良い文章にするために、一つの
モデルを全体で確認・評価すること
で、全員で視点を共有する方法も考
えられる。 

（モデルの可視化から、全体の学びを
深める） 

センター発表会Ⅱ 
（中学 3年数学） 

・集団の思考を束ねるためには、まず個
人の考えをもつ必要がある。それを表
出し合うことで、考えに厚みが出た
り、実感をもって理解したりすること
ができる。自分の思考を整理する手立
て、他者との学びを深める手立てとし
て、生徒が標本調査の結果をまとめた
スライドは有効だった。 

（個人・集団の思考を束ねる可視化の手
立て） 

・生徒の発言を板書に位置付ける等、生
徒の思考に沿った、ストーリー性のあ
る板書となっていた。 

（個人の思考を束ねる可視化の手立て） 
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研究内容２の総括 

（１）教科の特質を生かした発問について 
研究内容で定義した「資質・能力を身に付ける方向へ思考を加速させる発問」は、何を身に付けさせた

いのか、何に注目させたいかなど、問いの指向性を明確にすることで有効に機能した。 
小学校算数科における、既習事項に基づき多角的な見方を促す発問は、児童の思考を拡散・深化させる

きっかけとなった。一方、抽象的な発問が、児童生徒の思考と教師のねらいにズレを生み、児童生徒の思
考の停滞を招く要因となった場面も見られた。発問を成立させるには、授業者が目指す姿を明確に描くだ
けでなく、児童生徒がもつ既習の知識や思考の「物差し」を的確に把握し、それに適合した文言を選択す
ることが不可欠である。 
また、各教科の特質に最適化した発問を構成する際、教師による直接的な誘導と、児童生徒の自律的な

思考のバランスが重要であることがわかった。 
多くの実践で、事前の計画に基づいた発問により、ねらいとする資質・能力の獲得へと確実に導くこと

ができた。しかし、教師が「見方・考え方」を提示しすぎることで、児童生徒が自ら最適な方略を選択す
る機会を奪ってしまう恐れも確認された。教科の特質に応じ、「知識を整理するための発問」と「自発的
な思考を促すための発問」を意図的に使い分ける必要がある。 
さらに、一単位時間の中での発問の効果を最大化するには、単元全体という「線」の中での計画的な配

置が求められる。 
発問のタイミングや前時との内容の重複が、思考の範囲を狭めたり停滞させたりする要因となった。こ

れを改善するためには、次のような手立てが考えられる。 
①単元の進行段階（導入・展開・終末）に応じ、発問の難易度や抽象度を段階的に変化させる。 
②「ゆさぶり」や「比較」の発問を適切なタイミングで位置づけることで、一度まとまった思考を再構
築させる。 

③発問後の「沈黙（思考の間）」や「記述による言語化」を構造的に位置づける。 
 
授業者は、単元のストーリー性の中で、どの瞬間にどのような問いを投じるのが最も効果的かを吟味

し、動的な発問計画を立てることが重要である。発問を単なる「正解への誘導」に留めず、思考を深める
きっかけとするために、次のような視点がある。 
①その発問は、児童生徒がもつ既習の知識や経験（文脈）から出発しているか。 
②その発問は、特定の正解を求める質問ではなく、思考を加速・拡張させる「問い」となっているか。 
③単元の「問い」と、本時の「発問」は、論理的な一貫性（整合性）を保っているか。 
④発問後の児童生徒の反応（発言や記述）を想定し、それを取り上げて学びを深めるための「第 2、 
第 3の補助発問」までを視野に入れているか。 

  これらの視点をもって発問を吟味することで、より児童生徒の深い学びを促すことができると考えられ 
る。 

 
（２）思考を束ねる可視化の手立てについて 
  児童生徒の「思考」という目に見えないものを可視化することで、個や全体の学びを深める手立てとす
ることができた。実践を通して、次のような機能を確かめることができた。①板書において、児童生徒の
発言を位置付けていくことで、授業における思考の流れを全体で共有することができる。②ＩＣＴにより
即時性ある他者参照が可能となり、自己の思考の広がりや深まりを生むことができる。③児童生徒の考え
が板書やＩＣＴ上に一覧化されることで、学びを俯瞰して捉えたり、新たな気付きを生み出したりするこ
とができる。 

  以上のように、児童生徒がお互いの思考を束ねる可視化の手立てについては、効果的な実践が蓄積でき
たといえる。 

  一方で、それぞれの児童生徒の中で、個人の思考を束ねる視点については、深めきることができなかっ
た。個の思考を束ねる視点とそれによって期待できる効果については、次のようなものが考えられる。 

  ①個人の考え、知識、既習事項、生活経験を結び付けることで新たな気付きを生む。 
  ②他の意見の中で特に気になる点を抽出して表記し、なぜそれが気になるのかを検討することで自分が

大事にしていることを言語化できる。 
  ③言葉だけではわからないことを図化することで整理する。 
  ④表などを使って、比較分類することで共通点や相違点を見つける。 
  以上の視点をもとに、ワークシートや ICTを活用して可視化を工夫することで、児童生徒は、複雑な問
題の中でも、自分の考えに自信をもつことができると考える。 
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第 20次研究 ２年次 総括 

今次は「子どもを主語にした主体的・対話的で深い学び」を実現するための「授業者の役割・働きかけ」
について焦点を当てて研究を進めることができた。真に「子どもを主語」にするためには、「とにかく子
どもに任せればいい」「子どもが生き生きと活動していればいい」といった、いわゆる「投げっぱなし」
授業ではなく、あくまで授業者の明確な意図と計画の上に「子どもが学習する」授業でなければならない
ことを確かめることができた。 
４本の授業公開を通して、児童生徒の思考に沿った「単元デザイン」の構想、児童生徒の深い学びを促

す「発問」と「思考の可視化」の手立ての有効性を明らかにすることができた。また、「子どもを主語に
した主体的・対話的で深い学び」を日々実現していくための簡易指導案として「単元デザインシート」を、
上川教育研修センターから管内の教員へ提案・発信することができた。 
今後は、「問い」や「深い学び」について実践を通して理解を深めていくとともに、研究の結果を明ら

かにする検証の仕方についても検討を重ねていく。そして、上川教育研修センターの研究を管内の教員へ
より広く発信できるよう努める。 

 

第 21次研究に向けて 

引き続き、上川管内の教員の授業改善及び上川管内の児童生徒の資質・能力の育成に貢献できるよう、
求められる授業について、上川教育研修センターとしての理論を整理し、実践を検証して発信していく。 
研究内容については、次期学習指導要領を見据えつつ、これまで積み重ねてきた研究の成果と課題を土

台に、より汎用性のある指導理論と実践となるよう精緻化していく。その際、今次の反省を踏まえ、児童
生徒のおおむね満足できる状況の具体的な姿を言語化したり、研究の成果と課題を明らかにする方法につ
いて検討したりすることで、児童生徒の学びの変容を質的・量的の両側面から捉えられるようにする。 

 

 


